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CDがCDではなくなった そんな製品である。それはレアメタルの最甜

～それほどの感動体験で聴き手を圧倒する 峰たる純プラチナを反射朕に使）nすることに
プラチナSHM 原因しているが、どうやら、このプラチナの

反射率というのが、音楽用コンパクト・デイス

CDの音質をよりよくしようという改普と クの規定が設けている反射率とは異なるとい

改良の試みは絶えることがない。息いつくだ うことで、 CDを名乗れないらしい。

けでも、 90年代にはピュア ・ゴールドCDが だが、それでも素IIけらしい音質が確保され

あったし、その他にもアートンといった索材 るとの判断から、ユニパーサルはリリースに

にこだわった製品が話題となったものであ 踏み切っている。汽料をいろいろと紐解くと、

る。近年ではSHMやHQCDそしてプルース 「音質に影押があるのは、反射率よりも反射

ペックCDといった辺りが注目されている。 の質であり、そのためには、敢えて規格外で

いずれも、 1枚のCDに収められた信号をい もやろう」との結論に至ったというから而白

かに正確に読み取り、よりマスターテープの い。llllち、これはデータではなく、あくまでも

サウンドに近づけるのかと いう、涙ぐましい 聴いた感動体験が製作に踏み切らせた、いわ

努力の述続であるし、そこには演奏家たちが ば掟やぶりのソフトなのである。

残したかけがえない音による辿廂を最大限の もちろん、実際の製品化にあたっては、レー

知忠と情熱とで製品化し、聴き手と演奏家と ザー光線の不要な反射光を吸収してしまう

を可能な限りダイレクトに結び付けたいとす ターコイズプルーというレーペル而を採用、

る送り手側の崩iいといったものが読み取れる さらにハイピット(176.4khz/24bit)からダイ

ように思われてな らない。 レクトにCDをカッティングするHRカッティ

しかし、どんなに素材に拘ったとしても、 ングも採用するなど、こだわりが買かれて

それはCDという規格に添ったものであった。 いる。

だが、今回、ユニパーサルがリリースする「プ

ラチナSHM」は素材にこだわりすぎたあま 今回、箪者はクラシ ックの リリース分から、

り、 CDとはII乎べなくなってしま ったという、 三つを聴いた。

まずオーケストラ1111でベートーヴェンの交

評1111第23番。カルロス・クライパーがウィー

ン・フィルを指揮して録音した名盤である。

聴いて誘くのは、 音一つ一つの美しさであ

る。オーケストラ音楽であるから、 当然それ

らがプレンドされ、全体としてのサウンドを

私たちは聴き取る訳だが、今回のプラチナ

SHMでは、それ以前に各セク ション、各楽器

が手にとるかのような鮮IYJさと粒立ち感で1リj

瞭に浮かび上がっている。それは、ほとんど

初めての経験であり、そうしたパートがクラ

イパーの指揮のもとで一糸乱れぬアンサンプ

ルを作り出し、ペートーヴェンの作品を心か

らの共感と歓ぴをも って歌い上げている、そ

の現実に吸い込まれてしまう 。既に何度も耳

にしてきた演奏だが、こうした鮮明さを知り、

しかもダイナミックな躍動感に陶酌的な感動

を此えながらも、その部分というのか、細部

にまでも神経をはりめぐらせつつ聡くという

ことが可能だという経験をしたのは初めての

ことであった。

次にポリ ーニが弾いたモーツァルトのビア

ノ協奏曲第23番の第二楽和を聴いたが、ピア

ノの音そのものがやはり格段に美しい。しか

もその美しさというのが、いわゆる感此美を

超えた強さというのか、人格的な存在感を併

せ持っている事実に誘いて しま った。それは

ボリーニその人の魅力と演奏家として生き方

にまでも想いを馳せる、そんな聴き方へと変

えてしまうほどである。たかが音のことであ

る。だが、されと音なのである。名演奏家が

残した浙奏という名の辿産の価値はまさには

かり矢IIれない深みと価値を持つことを教えら

れた瞬間であった。

最後に現代のヴァイオリン界をリードする

アメリカのオ媛ハーンのバ ッハのヴァイオリ

ン協奏111,を聴いたが、それは文字通り生きて

弾み、呼吸をしては膨らみ続けるi演奏という

営みの索ll1'iらしさに心奪われる瞬1:uであっ

た。ヴァイオリンの艶やかな音色、カンタービ

レの、ほとんどマジ ックにも似た快さ、そし

て弦楽合奏との共i演が醜し出す耳に心地よい

アンピエントなサウンドなど、現代にもこう

した奇跡が生まれ得る現実を知らしめる絶品

であった。

プラチナSHMが私たちにもたらす恩忠は

計り知れないものがあると信じたい。

2013年9月諸石幸生



演奏者と演奏について る。創立は明治14年の1881年で、銀行家ヘン なり、現在ではウィリアム ・スタインバーグが 解釈をも って行った。スメタナはクーベリッ

指揮者のラファエル・クーベリックは、 1914 リー・ヒギンソンの私有の管弦楽団として発 ‘常任指/ii[者となっている。 クにと って、チェコの国民音楽の創設者であ

，，ド 6月29Elに、チェコ・スロヴァキアのプホ 足したが、大指揮者ニキシュによ って基礎が またポストン交押楽団の楽貝によ って、 るから、たとえドイツの ロマ ン主義の新しい

リーに、有名なヴァイオリン奏者、ヤン・クー 築かれ、カール・ム ックによ って成長させられ 1885年に創立されたポストン・ポップス管弦 傾向を示していて、たぶんにリストの影押を

ベリック (1880-1940)の息子として生まれ、 たが、第一次大戦のときドイツ人であ った 楽団は、アーサー・フィードラーの献身的な指 うけてはいるが、クーベリックはこの曲を詩

プラハ音楽学校で、ヴァイオリンと指揮と作 ムックが解任され、かつドイツ国節の楽貝の 揮活動によって、誰にも愛される通俗名1ll1の 的梢採よりは交秤1111に韮点をおいて指揮し

1111とを学ぴ、 19歳でその課程を修了して、プ 多くが免職になったため一時は存続があやぶ iYl奏において独自の輝きを示してきた。 た。かれは形式と構成に音楽のポイントを求

ラハ・フィルハーモニーの・m・任指揮者となり、 まれた。しかし1919年からピエール・モン ラフ ァエル・クーベリックはかれの経験か めて、とくに音の性質に注意：をはらっている。

22歳でチェコ・フィルハーモニーの指揮者と トゥーが就任して1924年まで 5年間にわたっ らヨーロ ッパとアメリカの大管弦楽団を熟知 クーベリックは各1111の1:りの関係に煎点をおい

なった。1949年イギリスに移り、ロンドン並 て指揮しつづけたので、その間にも糾合騒動 しているので、ヨーロッパとアメリカには本 て、 〈ヴィシェフラード〉のはじめに出る低音

ぴにアムステルダムで活躍 したが、 1950年か などもあって、多くの苦難の道をふまねばな 質的に相述がないといっているし、アメリカ の4音からなる主処が、つづく各1111にさまざ

らシカゴ交押楽団の指揮者となって、 1953年 らなかったが、モントゥ ーの人格の力でしだ のすべての管弦楽団にはヨ ーロ ッパ人が多 まの形でIllて来るところを、最後の〈プラニー

までつとめたが、再びイギリスに戻っ て、コ いに実力を麻めて、強固な管弦楽団となった。 く、すくなくともヨーロッパの移民の子孫か ク）まで、交評的な構成の結び目として取り

ヴェント ・ガーデン王立歌劇場の音楽監将と そしてその後をついだセルゲイ・クーセヴィ またはヨーロ ッパ人から音楽を学んだ者がす 扱っている。また第 51111の〈ターポル》で直要

なった。現在はヨーロ ッパの管弦楽団を指揮 ツキーが近代から現代にかけての数多くのレ くなくない。その弦楽器奏者にはユダヤ系 な役割をしている「フス教の讃美歌」が最後の

するとともにアメリカでもメ トロポリタン歌 パートリーをこなして、ポス トン交押楽団を ヨーロ ッパ人が多く、管楽器奏者にはイタリ 曲の非‘常に大きなコーダで、 4音の主題と結

劇場の初代音楽監督就任をはじめ、ポストン 世界屈指のオーケストラに翡めたのである。 ア人とフランス人が多い。したがってポスト 合されるところにも強く注意をはらって演奏

交秤楽団に客演するなど、 i演奏に録音に活躍 25年間も指揮しつづけたク ーセヴィッキーの ン交押楽団はヨーロ ッパ音楽のあらゆるスタ している。実にこうした単一の主題の相互の

している。 後任者はシャルル・ミュンシュで、1949年から イルに通じているし、また現代のアメリカ音 関係を明 らかにするのは、スメタナの古典的

一方ポス トン交秤楽団は、アメリカ第一流 1962年まで13年間にわた って指揮し、 1960 楽にも経験が深いと語っている。 な作風を示すことになるので、この〈わが祖

というよりは世界における擾秀な管弦楽団の 年の 5月に米日して、活力ある音色のゆたか クーベ リックはすでに 2度スメタナの《わ 国〉を全1111演奏するときには批も注慈しなけ

ひとつで、アメリカにおいてはニューヨーク・ な演奏を1/Hかせてくれた。そのミュンシュの が祖国）を録音した。しかし今度のポス トン交 ればならない点なのである。クーペリ ックの

フィルハーモニーにつぐ長い歴史をも ってい 後には、エーリ ヒ・ラインスドルフが指揮者と 押楽団との録音はそのいずれよりも前進した 指揮を聴いていると、あらゆる点で古典的な



ことがわかる。かれはけっして感梢に走るロ

マンティストではなくて、あくまでも作品の

構成に主眼を骰いて、 音楽的に純粋に表現し

ようとする意図が強くくみとれる。模倣の部

分やカノン風のパッセイ ジもま たフガートの

ところにも、クーベリックは物語からもまた

自然や歴史からも離れて、交評的な糾織のな

かでいかに詩的な絵画をつくるかに苦心して

いる。またポストン交押楽団は、スメタナと

クーベリックのその秘密を確実に認識して、

その音をつかみまた物語の粕神を表現してい

る。スメタナの（わが祖国）の全,11,演奏はめっ

たに行われないし、そのかわり第 21川の《モ

ルダウ）は前時とりあげられているが、この

クーベリ ックのi演奏によって、スメタナの《わ

が祖国）が、真にチェコの音楽の宝のひとつで

あり、それが古典のすぐれた作品であること

が示された。

作品について

チェコの作品のなかで、真に交押的といい

うるものはこの《わが祖国》をおいてきわめて

少ない。第21ll1(モルダウ〉は枇界の愛好1111と

なって、それを通じてすべての人々がチェコ

を知り、チェコの愛同杓神の発現を認めてい

るが、それでは他の 51111はどうかといえば、

実はどの1111も相互的に関述して《わが祖国》を

形成しているのであって、そのひとつでも欠

かしては彫刻のすべてがくずれるのである

が、それがうとんじられているのが現状で

ある。

全1111をひとつのサークルとして鑑牧するこ

とによ って、作曲家スメタナの謡図もまたオ

能も伝わるので、クーベリックのiii(奏はその

全体の統一に立って行われている。リヒャル

ト・ シュ トラウスが、スメタナの（わが祖国）は

常に全1ll1が演奏されなくてはならぬと言った

のはあくまでも正しい。昔の神話を気麻く伝

えた（ヴィシェフラード〉、悲劇的な出来事を

悲しむ《シャルカ）、祖国の自然の美の〈モルダ

ウ》と〈ボヘミアの森と華原から〉、英雄的ほこ

りの〈ターポル〉、未来の幸稲な想像を付加し

た〈プラニーク〉といずれも祖国の土から出

て、愛国杓神をも って変化され、そして人々

の心に創造の力をもたらす楽1111である。

《わが祖国〉はスメタナが完全に聴此を失っ

たときに作11!1された。1874年10月20日の悲劇

的朝はスメタナの人生の転換のI瞬間であっ

た。朝起きてみたら何もllflこえない。ベートー

ヴェンのようにしだいに耳が1サ1こえなくなっ

たのではなくて、突然にllflこえなくなって し

まったのがスメタナである。しかしスメタナ

は籾力的でありかつ和極的な考えをもってそ

れを実行に移した行動家でもあったから、そ

の急激な変化にもめげずに再び作11!1の紐を

とった。しかも自己の悲劇的人生を悲しむ作

品ではなくて、かれがいかに肉体的にまた梢

神的に苦しんでいても、それに動かされずに、

祖国を恩いまた賛美する作曲家であることを

示した。その最も純粋なあらわれが、この交

来上がったのは、 1879年であった。61ll1の初

演が行われたのは、 1882年II月5日にプラハ

においてであったが、それ以後鉗年 5月12日

のスメタナの命日にはかならずこの1111が演奏

され、 「プラハの春の祭」はこの1111でIJH始さ・れ

ている。

1879年から1882年の間に、スメタナはピア

ノや合唱1J11や歌1111を作1111し、歌劇もまた弦楽

四重奏1111第2番を許いたし、交秤詩（プラハ謝

肉祭〉も計画したが、 〈序奏とポロネーズ〉を完

成しただけに終わった。また歌劇も作1111しよ

うとしたが、ついに健康状態が悲化して、そ

れも果たせず、 1884年5月12日にプラハの:Ii'/

神病院で、 60年の生涯を1打じた。

この 6Jlhは述関した交押詩で、純然と した

ロマン的形式をと っている。スメタナはかれ

がスウェーデンで活動していたときに、交押

詩《リチャ ー ド3lll:)(1857)と《ウォーレン

押詩《わが祖国）である。スメタナが完全に聴 シュタインの陣営）(1860)と〈ハーコン・ヤル）

此を失って 1ヵ月もたたぬうちに作曲しはじ (1861)との 3JIiiを作JIいしたが、耳が不自由に

めた。1874年II月18日に《ヴィシェフラード） なってからは交秤詩ではリストの手法によっ

を、 12月8日《モルダウ》、1875年 1月に《シャ てのこの（わが祖国）を作曲しただけである。

ルカ》と作Jillが進められ、最後の第 6Jillが出 スメタナはこの交押詩が、 I/flく人々の自由な



解釈にしたがってうけとられることを望んで 終わりにもう一度「ルミィルのハープ」の音 ウの主旋徘はチェコの民謡と似ている。しか からチラードとかれの友だちの近づくのをllrl

いる。 がI/flかれる。それは《ヴィシェフラード》の最 し同じ旋f-ltが他の国々、たとえばスウェーデ く。それはかれが尚武の娘たちを征服し、懲

楽器編成は、 61111それぞれによ って異なる 初の音（変口と変ホ）がベドルジーハ・スメタ ンでもJ-llいられているので、スメタナはどこ fiilするべく馬に乗って来るところである。チ

ので各1111別に付記する。 ナの名のイニシャルに関係があるので、 かでI/flいたので使用したのであろう。スメタ ラードは木にからだをしばりつけさせたシャ

シューマンの場合と同じ符牒として用いたの
I 
ナ自身が、わたしがこの旋律を選んだのは、 ルカの叫び声や救いを1サJ<。美しい、救い手

第1曲《ヴィシェフラー ド（高い城）》 である。 他の国民も知っており、すべての人々に親し のない女を見て、チラードは匝ぐ恋におちる。

スメタナ日く 、「吟遊詩人のハープがはじめ まれているからだと言っている。さまざまの そしてかの女を自由にしてやる。チラードと

に奏される。つぎに麻い城の物語を歌う吟遊 第2曲《モルダウ》 エピソードが、描写的に示されて、急速に変 武装したかれの仲ltiJたちは酒を飲んで、気哨

詩人の歌がI/flこえる。そのすばらしさと名声 スメタナ日く、 「この1111は、モルダウ川の沿 り、モルダウの動機が再び銚々と評きわたる しをするがやがて酔いつぶれて眠る。狩の角

と、また馬上試合と戦1鉗と、そしてほこりあ 岸を描いている。ひとつは冷たくひとつは温 のがllflかれる。モルダウの流れはあたかも人 笛によって合図が与えられ、森のかこみのな

る城塞の陥蕗と滅亡とを。そして悲歌的に終 かなふたつの源からはじま って、やがてふた 生の女IIくに、さまざまなti'l1itをうつし出しな かで娘たちがそれに答える。かれらはそのか

わる」。 つがひとつになってより輻広い流れとなる。 がらゴールに向かって進んでゆく 。たしかに くれがから出て来る。つづいて起る無慈悲な

i演奏のハープの音型は、神秘的なスラヴの それがモルダウ川の主題である。森や牧楊を スメタナはこの（モルダウ〉で、ベー トーヴェ 殺人とシャルカの狂暴な怒り、かくしてかの

歌〈ルミ ール〉を述想させる。それはこの述作 通り、田舎の人々が祝い合う村を流れる。）：J ンが《IIII刈交評1111〉で行ったように、描写より 女の復押への切なる息いがとげられる。それ

交秤詩の中心主題であり、 〈ヴィシェフラー 光に!mらされた水は、その底に妖村）の踊るの は気分の表現を重んじたのである。 が終曲の内容である」。

ド〉の動機でもまた国民の自由と未来の発展 を写しI.LIす。その背尿に城や邸宅や荒れはて ここでは、チェコ・アマゾンの争闘の物語の

の象徴でもある。したがってこの音型は〈モル たれんがの建築が空にそぴえている。モルダ 第3曲《シャルカ》 さまざまの面をあらわしている。非'ii¥"にいき

ダウ》の終わりとまた最後の《プラニーク）の ウ川は塑ヨハネの急流を通って流れが早くな スメタナ日く、 「この'"'は、場所ではなくて いきとしたt//j写で、とく に愛の場而の音楽は

終わりにもあらわれる。そしてこの中心動機 るが、やがて幅広くゆるやかになってプラハ 事件に関係をもっている。即ち女戦士シャル リヒャルト ・シュ トラウスの音楽のように官能

から、 他の曲の動機の多くが出ているのであ に近づく 。モルダウは霧のなかからぽんやり カの物訴である。はじめに、 シャルカがいか 的でありまた激梢的でもある。チラードとそ

る。｛ヴィシェフラード〉では、それが発展し、 と現れ、 盤々 と流れてゆく 。やがて視界から に恋人に淡切られて、男性すべてに復許を野 の仲間とが泥砕して1股るところは、非・/;¥・に写

またさまざまに変化され、なかにフーガの形 消えて、エルベ川に流れ込む」。 うかを告げ、かの女のアマゾンの仲間がかの 実的で、コントラフ ァゴットがそのいぴきを

でも用いられる。 典型的なチェコの川の音画である。「モルダ 女を援助するのに同慈することを示す。遠く あらわ している 。 スメタナは、それが喜劇(~」

， 



ではなく、激烈なものとしてとられることを れは木の業のさらさらいう音や烏のなき声を 教徒の戦士の敗北の後、かれらはプラニーク 南ポヘミアのプラニークの山には、 チェコ人

望んでいると啓告している。この作品は《わ llHく。風の客人が村のどこかで演奏している 山に休む。かれらの国がかれらの救いを必要 の最悪のときに救いに来る戦士がかくされて

が祖国》の前後の関係からして、象徴的に解 ポルカの断片をも って来る。しかしやがてそ とするときまで深い眠りに入る。ターポル（汝 いるといわれている。しかしスメタナがいか

釈されうるが、それは）月心しなければならな の旋wの全貌をllflく。1ll1が進行するにつれて、 らは神の戦士たれ）における如く 、同じ動機 にロマンティ ック な物語を変えたか、伝説に

い。争闘からひきおこされる恐怖の思い出は その動機が、ゆたかな変化を示しながら交互 があらわれ、そしてそれらによ って音楽が梢 したがって、チェコの守談神のウ ェンチェス

男と要の間のものではなくて、国民の間のも にあらわれる。それは作ill!家の感情の変化を 成される。この讃美歌に示されたフス教徒の ラスが、かれの翰士たちとともに、プラニー

のである。というのはスメタナ自身が、政治 巻き込んで、ときに愛ら しくまたときには腸 原理の基礎に立って、チェコ人は幸福と名声 クでかれのときを待っていると変えたのは注

的闘争の犠牲者であったからである。 気に評く 。 を再び此めさせる。行進1ll1調で、この勝利の 応tすべきでる。事実、「よい王のウェンチェス

讃美歌で1111は終わり、 《わが祖国》の交押詩を ラス」は戦いを好む王ではなくて、平和を愛す

第4曲《ポヘミアの森と草原から》 第5曲《ターボル》― すべて閉じる。プラニークに小さな間奏があ る君主であったから、スメタナはかれらの祖

スメタナElく、 「この音楽は、ボヘミアの田 第6曲《ブラニーク》 らわれる—短い牧歌、プラ ニー ク 山 の自然 国を救うべきときが来る までそこを守ってい

園を見て感じたすべての感動をあらわしてい スメタナ日く、 「「汝らは神の戦士たれjを 美をあらわしていて、牧窟が笛を吹き、こだ るフスの戦士にそれをあてたのである。この

る。森から草原から、心をうつ歌がIll!こえる。 モットーとしているこのすばらしいフス教徒 まがそれにこたえる」 作品の神格化のために、スメタナはフス教徒

あるときは賜気な、またあるときには深い~ (注2参照）の讃美歌は、 1111のすべてを通じて これらふたつの音詩は、いっ しょになって の讃美歌と勝利の形態の《ヴィシェフラード》

雹な感じの歌が……。森の中での平和な場所 流れる。ターポル、即ち主要なフス教徒の本 ひとつの実在を形づく っている。批評家はと の動機とを結合して、 《わが祖国》を歓喜を

（ホルンの独奏）、エルベ渓谷その他のほほえ 拠では、この旋律がしばしばllHかれて、大き きに単一主題のターポルを単調だと主張する もって結んだのである。

ましい牧場が描かれる。誰しもこの曲で、か な効果を与えている。附美歌は、目的の確I乱 が、スメタナの言策によれば、「色彩はどちら

れが好むところのものを読みとることができ 不動なこと、勝利にみちた1闘争、不変、忍耐、 かといえば灰色だが、わたしはそれを望んだ

る。詩人は完全な自由をも っているが、かれ 不屑Iに関係をもち、これらの性質はフィナー のだ。その理由から、ターボルとプラニーク スメタナの目的

は作品の細部に正確にしたがって進まねばな レで反復される。1111は詳細に分析できない。 とはいっしょにi演奏されることが必要だ」と スメタナの《わが祖国》はわれわれにその美

らない」。 それは全体でフス教徒の闘争の勇気と不屈の いっている。ドイツの神話に、フレデリ ック・ 的享受以上のものを与える。スメタナはここ

この音の詩人は山の頂上から田園的な梢娯 粕神とをあらわしているからである」。 バルパロッサがハルツ山のキフホイザーの丘 でわれわれに光明ある和極的な世界観を阻止

を1眺めている。四部のフーガのなかにわれわ 「プラニークはターポルの継続である。フス でかれの騎士とともに眠っているとあるが、 するようなIll繍馬の力はなにもないことを伝え
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ようとした。スメタナはチェ コの民俗性を生 太鼓、シンパル、トライアングル、ハープ、弦 ト・ア ッサイ、イ短濶、 4分の 4拍子で駒士の である。初演は1876年にプラハで行われた。

かしてこの作品をつくりあげたが、この作品 5部合奏である。初演は1875年、プラハにお 近づくのを描く 。モデラート・マ・コン・カロー 第 5曲《ターポル》は、レント、二短調、 2分

の及ぷ世界は、 全人類にある。いうなれば〈わ いて行われた。 レ、イ長調、 4分の 3拍子で愛の場面が描か の3拍子で「汝らは神の戦士たれ」のコラール

が祖国）はチェコではなくて、理想の世界であ 第 2曲《モルダウ》は、アレグロ・コモド・ノ れ、ついでポヘミア舞1111が展開される。モル が出て、しだいに研潮する。ついでモルト・

る。そこには妬みもまた嫉妬もない人々の平 ン・アジター ト、卜長調、 8分の 6拍子にはじ ト・ヴィーヴォ、ハ長調、 2分の 2拍子で女戦 ヴィヴァ ーチェ、 2分の 2拍子で戦洲が開始

和な幸福が願い求められている。｛わが祖国） まり、 4本のホルンとトランベットにより狩 士の群が殺到してクライマ ックスに達する。 され、最後に、レント・マエストーソ、二短謂、

とはひとつのユートピアだ。クーベリックの りの梢梨を経て、リステ ッソ・テンボ・マ・モデ 編成は、ピッコロ、フルート 2、オーポエ2、 2分の 3拍子で再ぴコラールが閥らかにひぴ

演奏は、そのユートピアをリアルな音によ っ ラート、 4分の 2拍子に変わって此民の結婚 クラリネ ット2、フ ァゴット 2、ホルン 4、卜 きわたる。

て語り出したのである。 式の踊りが牧場ではじまる。ついで変イ長謂 ランペット 2、トロ ンボーン3、テュ ーバ、 編成は、ビッコロ、フルート 2、オーボエ2、

第 1曲《ヴィシェフラード》は、レント、変 で月光のもとの水の梢の踊りにはいる。さら ティンパニ、大太鼓、トライアングル、弦5部 クラリネッ ト2、フ ァゴッ ト2、ホルン 4、ト

ホ長調、 4分の 3拍子の演奏が2台のハープ にアレグロとなり、 8分の6拍子でモルダウ である。初演は1877年、プラハで行われた。 ランペット 2、トロンポーン 3、テューパ、

のカデンツアにはじまって、詩人ルミールの 川の主題がもどり、 1間もなく塑ヨハネの急流 第4曲《ポヘミアの森と草原から》は、モル ティンパニ、大太鼓、弦5部である。初演は

竪琴から出る「ヴィシェフラード」の主姐に発 となる。しかしやがて明るいホ長調に転じて、 ト・モデラート、卜短調、4分の 2拍子で、光 1880年、プラハで行われた。

展する。ラルゴ・マエスト ーソを経て、アレグ モルダウ川はプラハの市を悠然と流れ去る。 り輝く夏の牧場を告げる。全休止の後、アレ 第 6曲《ブラニーク》は、アレグロ・モデラー

ロ・ヴィーヴォ・マ・ノン・アジタート、変ホ長 編成は、ビ ッコロ、フルート 2、オーポエ 2、 グロ ・ポコ・ヴィーヴォ ・マ・ ノン・トロ ッポ、ハ ト、二短調、 2分の 3拍子で、 〈ターポル）のI)り

調、 4分の 4拍子となり、 「ヴィシェフラード」 クラリネ ット2、ファゴット2、ホルン 4、ト 長隣、 4分の 3拍子で、フーガ主題が示され、 始動機にはじまり、アンダンテ・ノン・トロ ッ

の主題がフガート風に処理される。ビウ・モッ ランペット2、トロンポーン 3、テューバ、テ 小烏が嗚く 。ついでア レグロ、卜短濶、 4分の ポ、 4分の 4拍子の牧童の歌となる。ピウ・

ソ、ハ長調となって戦洲が描かれ、レント・マ ・ インパニ、大太鼓、トライアングル、ハープ、 2拍子のポルカに入り、ポヘミアの股民たち モッソで不安な動きになるが、やがて、神の

ノン・ト ロッボ、変ホ長調、 4分の 3拍子で、 弦 5部である。 の踊りの場而となる。 加設による讃美歌が行進1111謂となって、ラル

「ヴィシェフラード」の主題がもどって来る。 初演は1875年にプラハで行われた。 編成は、ピッコロ、フルート 2、オーポエ 2、 ガメンテ・マエストーソで詣々と「ヴィシェフ

編成は、ビッコロ、フルー ト2、オーポエ 2、 第 3曲《シャルカ》は、アレグロ・コン・フォー クラリネット 2、ファゴット2、ホルン 4、ト ラード」の主題が奏されて、全体のしめくくり

クラ リネ ット 2、ファゴッ ト2、ホルン4、ト コ・マ・ノン・アジタート、ハ長調、 2分の2拍 ランペット 2、トロンポーン 3、テューパ、 をして、二長謂がOO壮な終わりをつげる。

ランペッ ト2、トロンポーン 3、テューパ、大 子の激しい主題にはじまり、ピウ ・モデラー ティンパニ、大太鼓、トライアングル、弦 5部 編成は、ピッコロ、フルート 2、オーポエ 2、
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クラリネット 2、ファゴット 2、ホルン 4、ト

ランペット 2、トロンポー ン 3、テュ ー バ、テ

インパニ、大太鼓、トライアングル、弦 5部で

ある。初演は1880年にプラハで行われた。

村田武雄

(MG-9580/1の解説より転載）

注I.解説の一 部にハンス・ルッツの「スメタナの音

詩 「わが祖国」の古典的考察」を参照した。

2. フス教徒は、フス (1369?-1415)(チェ コの宗

教改革者）によ って起されたもので、神型ロー

マ 息 帝陵術兵に長期抗戦をした。フスは教品

アレクサンデル 5世により破l"Iとなり 焚刑に

処せられた。

14 

区

Recording: Boston, Symphony Hall, 3/1971 

Executive Producer: Hans Weber 
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